
一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会

福岡県地方部会 

第 198 回耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会 

（第 558回  九州地方会）

令和 7年度 日医医学講座 
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福岡市博多区博多駅前中央街 4-23 

TEL : 092-461-0170 

担 当：久留米大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座 

TEL : 0942-31-7575 
 

 

 

〇 一般演題の講演時間は 7 分、質疑応答は 3 分です。スクリーンは１面。 

演者の方は、発表する群の開始30分前に受付を済ませてください。 

〇講演のスライドは Windows 版 Powerpoint でご準備願います。        

当日使用するパソコンの OS は Windows10 ソフトは Powerpoint2021 で、画

面サイズは XGA(1024×768)です。スライドに動画を挿入する場合、           

音声が再生されないことがございますのでご注意ください。 

〇日本耳鼻咽喉科学会専門医の方は学会参加単位が付与されます。             

会員 IC カードで参加登録を行ってください。 

〇 特別講演は領域講習（１単位）に認定されております。            

単位付与には講演開始時 までに会員 IC カードで入室登録し、講演終了後に退室

登録をすることが必要です。 

〇 日本生涯教育講座（3 単位）に指定されています。参加証は講演会終了後に受付

にてお渡しいたします。 

〇会費は15000円です。 

〇講演会終了後、懇親会（無料）を開催いたします。 

【発表者、参加者へのご連絡】 



I. 一般演題 
第１群 15:00-15:30  座長：栗田 卓（久留米大） 

 

1. 短時間のめまい発作を繰り返した1症例 

〇青栁 圭、久保和彦（千鳥橋病院） 

 

2. 顔面神経減荷術における顔面神経刺激装置の最小反応電流は予後判定として有用か 

〇川添 響、西 龍郎、川本健介、金田圭太、榊 和哉、宮城慎平、 

黒木圭二、木庭忠士、妻鳥敬一郎、佐藤晋、力丸文秀、末田尚之、 

坂田俊文（福岡大） 

 

3. 外傷性アブミ骨単独骨折の1例 

〇古閑友馬、河口倫太郎、伊藤有紀、東 明紗、高橋 梓、堀 龍介（産業医大） 

 

第 2 群 15:30-16:00                       座長：三橋泰仁（福岡大  筑紫病院） 

4. GHomaおよびPitNET症例の解剖学的差異についての検討 

〇鈴木智陽、 小宗徳孝、宮本雄介、村上大輔、中川尚志（九州大） 

 

5. アレルギー性真菌性鼻副鼻腔炎（AFRS）の2例 

○益永拓也１）、三橋泰仁1)、縫田竜青1)、坂田健太郎1)、坂田俊文2)  

（福岡大筑紫病院１）福岡大2)） 

 

6. 粘膜生検で診断のつかなかった粘膜類天疱瘡の2症例 

     〇奥田華英、内 龍太郎、高旗博昭、嬉野悠太（山口赤十字病院） 

 

第 3 群 16:10-16:40 座長：竹内頌子（産業医大） 

 

7. 頭頸部癌治療後のQOS（quality of survival）調査 

〇野原優奈、古後龍之介、益田昌吾、佐藤方宣、橋本和樹、松尾美央子、 

中川尚志（九州大） 

 

8. 当科における難治性小児喉頭乳頭腫の治療成績の検討 

○田中康隆、山本陵太、山田衣未、安達一雄、梅﨑俊郎（福岡山王病院） 

 

9. RADPLATを行った声門癌T3の検討ー声帯固定例と非固定例の治療成績の比較ー 

○福村桜子、小野剛治、千年俊一、栗田 卓、末吉慎太郎、佐藤文彦、佐藤公宣、

田上秀一、淡河恵津世、梅野博仁（久留米大） 

 

 



 

第 4 群 16:40-17:10 座長：松尾美央子（九州大） 

 

10.  重粒子線による根治治療を行ったBiphenotypic sinonasal sarcomaの1例 

〇竹内 司、若杉哲郎、吉松栞奈、川村有希、長谷川翔一、竹内頌子、北村拓朗、 

堀 龍介（産業医大） 

 

11. 術前化学療法を施行したp16陽性中咽頭癌21例の検討 

〇毛利陽介、久我亮介、紀井大志、澄川あゆみ、篠村夏織、藤村晶子、瓜生英興、 

中島寅彦（九州医療センター） 

 

12. 上顎洞原発NUT癌の一例 

○田中久一郎、今原悠二、宮﨑瑞穂、小野剛治、千年俊一、梅野博仁（久留米大） 

 

 

 

II. 特別講演 17:20~18:20 座長：梅野博仁（久留米大） 

(領域講習) 

「EVP（Elite Vocal Performer)に対する音声障害治療」 

国際医療福祉大学東京ボイスセンター 

教授 渡邊雄介 先生 

 

 
 


